










歯科を受診 し,調査の 目的および趣 旨を説明 し同
意が得 られた8～12歳の Ｉ級 および Ⅱ級不正咬













(NaturalPoint社製Op iTrack)では,全 身の 関









意に大 きな値 を示 し(p〈0.05),TB(+)では
TB(-）より有意に小 さい値 を示 した(p<0.01)。
屈曲運動ではTB(-)がControl群より有意に
小 さな値 を示 し(pく0.05),側屈,回 転運動 にお
いても有意 に小 さな値 を示 した(p<0.01)。TB(+)
で はTB(-)よ り有意 に大 きな値 を示 した
(p<0.05)。2)筋電図測定では,胸鎖乳突筋 と
上部僧帽筋の活動量は,屈曲,側屈運動において
TB(－)がControl群よ り有意 に大 きな値 を示
し(p<0.05),TB(十)ではTB(－)よ り有意
に小 さい値 を示 した(p<0.05)。下部僧帽筋 と回
転運動においては有意差が認められなかった。
【結 語】TB療法 による胸鎖乳突筋の緊張低下
は咀嚼筋群 との協調活動や頭頚部の安定化に寄与
し,頭部姿勢や運動可動域が改善 したと考 えられ
る。頚筋群は,TB装着時の上半身の改善に深 く
関与 していることが示 された。
